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一
四
二
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評
　
　
城
　
郭

鱗
郭
之
蕊
究
　
　
丈
學
博
士
大
類
紳
著

　
　
　
大
疋
四
年
十
一
月
漿
行
ハ
紙
徽
三
〇
九
頁
）

の
　
研
究

　
本
書
は
、
二
本
學
術
普
及
會
獲
行
の
『
新
学
講
座
』
の
一

篇
こ
し
て
田
一
郭
れ
π
も
の
で
あ
っ
て
、
著
潜
が
多
年
の

間
城
郭
に
就
い
て
逮
行
し
だ
研
究
の
要
織
を
簡
易
尋
明
に

叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
門
の
學
煮
に
も
、
ま
強
一
般

の
讃
煮
に
も
、
頗
る
興
昧
の
あ
る
も
の
こ
思
ふ
○

　
本
日
は
、
一
、
序
説
、
二
幽
遠
邑
ご
山
城
（
朝
鮮
及
支
那
の

城
郭
）
二
三
、
本
邦
人
の
城
郭
観
念
軸
受
、
寺
院
ご
城
郭
嶺
五
、

天
守
閣
ま
ハ
、
江
戸
時
代
の
城
下
，
七
、
江
β
城
．
八
、
京
阪
及

東
北
の
城
郭
（
築
城
術
の
比
綾
）
．
九
、
城
郭
の
美
観
、
十
、
幕

末
の
江
戸
潟
防
禦
計
書
、
ナ
一
、
城
の
丈
化
史
的
研
究
の
十

一
章
よ
り
灯
り
、
別
に
附
録
こ
し
て
本
邦
城
郭
保
存
の
議

ご
題
す
る
一
章
を
添
て
あ
る
○
著
藩
の
特
に
重
き
を
措
く

斯
は
、
粟
の
所
謂
文
化
史
的
研
究
．
即
ち
一
の
醗
代
の
就

會
現
象
憶
若
し
く
は
文
明
的
産
物
に
於
て
等
し
く
験
現
す

る
・
或
る
性
質
（
時
代
精
紳
）
が
、
如
何
に
城
郭
の
上
に
現
は

れ
て
居
る
か
ご
い
ふ
黙
で
あ
っ
て
、
著
者
は
専
城
郭
を
軍
に

城
郭
こ
し
て
の
み
研
究
せ
す
、
各
時
代
の
城
．
郭
を
共
の
酵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
丁
　
　
　
一
四
二

代
に
よ
っ
て
訟
明
し
、
ま
た
城
郭
に
よ
っ
て
共
の
時
代
を

知
ら
ん
ご
務
め
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
。
併
し
本
書
に
記
述

す
る
所
は
、
實
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。

　
著
蔚
は
、
零
本
の
城
郭
の
み
な
ら
す
、
支
那
。
朝
鮮
。
及

西
洋
の
城
郭
の
こ
ご
を
為
述
べ
て
、
多
少
城
郭
の
比
較
的

研
究
を
も
試
み
ら
れ
た
Q
城
郭
は
著
者
の
云
は
る
、
如
く
悪

圭
こ
し
て
軍
事
上
の
n
的
で
築
造
さ
れ
、
防
禦
地
、
ま
ね

策
源
地
こ
し
て
其
の
儂
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
Q
こ
の

軍
事
的
方
面
の
研
究
は
、
著
者
、
別
の
著
書
で
之
を
試
み

ら
れ
陀
こ
の
こ
ご
で
，
本
書
に
は
軍
事
以
外
の
方
面
に
關

す
る
研
究
を
載
せ
る
こ
．
こ
に
し
た
ざ
の
こ
ご
で
あ
る
け
れ

こ
も
、
本
書
中
の
記
述
は
、
奮
然
、
軍
事
に
組
し
た
こ
ご

に
も
及
ん
で
居
る
。
城
郭
其
の
も
の
、
研
究
は
、
評
者
の

意
見
で
は
、
経
義
の
記
4
7
書
影
に
細
し
瀬
そ
れ
自
か
ら
に
於

て
亦
研
究
の
儂
値
が
あ
る
も
の
こ
思
ふ
が
、
著
者
は
實
際

そ
れ
を
も
試
み
て
居
る
○
　
の
築
避
物
ご
し
て
の
城
郭
の

遜
離
離
革
の
研
究
は
、
慶
義
の
建
築
史
に
属
し
、
そ
れ
に

。
は
有
用
技
術
の
歴
史
の
方
面
ご
美
術
史
の
方
面
ご
が
あ
る

こ
ご
で
あ
る
が
、
此
の
両
方
面
の
建
築
史
的
研
究
も
或
る



程
度
ま
で
本
書
に
於
て
之
を
見
る
こ
ご
が
繊
來
る
。
其
の

城
郭
の
所
在
に
就
き
て
地
理
的
關
係
を
尋
ね
、
叉
本
邦
城

郭
の
地
方
的
差
別
を
画
せ
ら
れ
だ
所
な
ご
は
、
歴
史
地
理

及
地
方
史
の
研
究
に
關
係
を
有
し
て
居
る
○
幽
門
は
『
封

建
大
名
の
城
郭
に
ぽ
政
治
的
の
意
思
も
含
ん
で
居
る
、
叉

馬
出
的
函
嶺
的
養
畜
も
少
く
な
い
』
こ
し
、
城
郭
の
就
會

論
罪
史
上
の
意
義
に
も
説
き
及
ば
れ
、
城
郭
の
築
造
ご
都

市
の
獲
佐
．
こ
の
面
影
、
城
下
町
及
街
蓮
の
こ
ご
な
ご
を
も

記
述
さ
れ
た
。

　
第
六
章
『
江
戸
時
代
の
城
下
』
の
中
に
於
て
、
築
城
の
際

『
街
道
を
城
郭
に
近
く
遵
い
て
、
城
下
を
海
過
さ
せ
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
』
こ
し
、
『
試
み
に
山
陽
道
の
地
回
を
開

き
、
中
藍
街
道
に
沿
う
て
仔
細
に
観
察
し
て
行
け
ば
、
薔

城
下
に
至
る
毎
に
街
蟻
が
屈
曲
し
て
居
る
の
を
見
る
で
め

あ
う
、
殊
に
姫
路
の
如
き
は
著
し
く
街
撹
の
曲
折
し
仁
一

例
で
あ
る
、
是
は
蓋
し
魯
時
の
街
道
は
城
よ
り
も
遙
か
北

方
を
転
じ
て
居
た
が
、
築
城
の
際
之
を
城
の
南
に
導
い
π

結
果
で
あ
っ
π
』
ご
説
い
て
居
る
（
エ
ハ
三
一
＝
ハ
四
頁
）
。

喋
れ
は
交
麺
地
理
の
研
究
者
に
興
味
の
あ
る
事
で
あ
ら
う

　
　
　
第
一
巻
　
（
一
四
三
）
　
挽
評
　
城
郭
の
概

　
第
九
章
油
『
城
郭
の
美
観
』
に
於
て
は
、
多
く
の
城
郭
は
殆

ん
ざ
す
べ
て
白
壁
を
用
ひ
、
白
壁
は
城
の
特
色
で
あ
る
こ

し
、
之
に
封
し
紳
就
佛
閣
に
は
多
く
赤
色
を
用
ひ
把
り
ご

説
き
塾
『
封
建
時
代
は
臼
ご
赤
ご
黒
（
商
店
の
土
藏
の
色
）

　
こ
の
三
色
の
組
合
せ
で
あ
る
、
予
は
封
建
時
代
、
・
し
云
へ
ば

直
ち
に
、
臼
ご
赤
ご
黒
こ
の
三
色
を
思
ひ
出
さ
す
に
居
ら

　
れ
な
い
、
此
等
の
色
別
け
は
現
代
の
や
う
な
種
々
の
色
を

　
配
合
し
て
、
愛
化
に
富
ん
だ
間
色
を
自
由
勝
手
に
用
ふ
る

　
風
に
比
す
れ
ば
、
實
に
不
自
歯
な
封
建
時
代
の
世
棺
を
示

す
も
の
で
あ
る
、
然
し
共
の
不
薗
由
な
間
に
封
建
時
代
の

重
厚
な
ド
ッ
シ
り
ご
し
把
室
氣
が
強
ち
て
居
っ
た
』
ご
論

ぜ
ら
れ
把
、
（
二
隆
三
頁
）
面
白
い
説
き
方
で
あ
る
Q

　
　
著
者
の
駈
謂
『
城
の
丈
化
史
的
研
究
』
の
思
想
は
、
第
十

　
一
章
（
二
七
四
頁
以
下
）
に
記
す
る
研
に
慷
っ
て
、
略
ぼ
察

知
せ
ら
れ
る
・
氏
が
人
間
生
活
に
於
け
る
普
遍
性
ご
特
殊

　
性
こ
の
両
面
を
認
め
て
、
史
學
の
研
究
に
入
り
た
い
（
二

　
七
七
頁
）
ご
云
は
れ
柁
の
は
、
予
輩
の
甚
だ
悦
ぶ
所
で
あ

　
る
が
、
氏
が
專
ら
一
時
代
の
現
象
に
通
有
な
る
も
の
を
晋

遍
性
ご
考
へ
ら
れ
た
の
は
、
少
し
く
い
か
い
で
あ
る
〇
一

究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
三



　
　
　
第
一
巻
　
　
（
一
四
四
）
　
批
　
評
　
　
戦
繋
勃
婁
前
の
外
交
折
衝

時
代
の
現
象
に
通
有
な
る
性
質
（
時
代
精
神
）
は
、
其
の
時

代
に
於
て
は
普
遍
繭
で
あ
り
、
其
の
時
代
の
一
々
の
現
象

の
有
す
る
特
殊
性
に
冠
し
て
は
、
之
を
普
遍
性
ご
講
ず
る

こ
ご
が
出
來
や
う
け
れ
ざ
も
、
之
を
一
文
適
い
見
地
か
ら

見
る
ご
き
に
は
、
其
の
．
所
謂
普
遍
性
の
多
く
は
、
實
は
其

の
特
別
な
る
時
代
の
特
徴
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
Q

國
民
．
歴
史
を
一
貫
し
て
考
へ
る
歪
面
、
ま
控
一
歩
進
ん
で

各
國
の
歴
史
を
比
較
し
て
研
究
す
る
土
合
に
は
、
共
の
所

謂
普
遍
性
の
多
く
は
、
實
は
一
の
特
別
の
時
代
の
特
殊
性

で
あ
る
○
予
輩
は
著
者
が
入
聞
の
生
活
に
は
、
そ
れ
よ
り

も
更
に
一
壷
普
遍
的
な
る
要
素
の
あ
る
こ
ご
を
認
め
ら
れ

ん
こ
ご
を
希
望
す
る
○
而
し
て
予
輩
は
ま
陀
著
君
に
向
っ

て
、
新
し
き
意
義
に
於
け
る
史
學
研
究
は
、
果
し
て
軍
に

所
謂
『
文
化
史
的
研
究
』
の
み
に
止
ま
る
乎
を
更
に
考
慮
せ

ら
れ
ん
こ
ご
を
望
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
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第
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四
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こ
れ
は
、
ビ
ス
㍗
ー
ソ
ツ
シ
エ
。
ツ
ァ
イ
ト
シ
ユ
フ
フ

ト
の
第
百
十
四
憲
に
掲
載
さ
れ
て
居
る
論
丈
で
．
軍
行
本

こ
し
て
公
に
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
○
然
し
な
が
ら
難
誌

論
文
ざ
は
云
ふ
も
の
》
、
通
計
百
四
頁
に
亘
る
長
篇
で
あ

っ
て
、
且
つ
分
量
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
其
出
家
榮
ね
か

ら
評
し
て
も
、
立
涙
な
著
書
ご
同
等
に
見
徹
し
て
差
支
な

き
も
の
で
あ
る
。
全
篇
は
五
章
に
分
か
だ
れ
、
（
一
）
關
係

吏
料
、
（
二
）
セ
ラ
エ
ヲ
．
兇
行
よ
り
塞
耳
維
の
型
置
迄
．
（
三
）

塞
耳
癖
に
封
ず
る
漢
國
の
宣
戦
迄
．
（
四
）
燭
佛
両
國
の
動

員
迄
、
（
五
）
英
國
の
態
度
決
定
、
こ
い
ふ
順
序
に
な
っ
て
居

る
が
も
戯
評
甲
で
最
も
多
く
の
．
頻
数
を
質
し
て
屠
る
の
は
第

二
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
セ
ラ
エ
ヲ
兇
行
が
載
争
の
駿
端
で

あ
る
低
い
ふ
の
で
、
之
を
詳
論
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
敵

味
方
を
論
ぜ
ず
辮
護
の
仕
様
の
な
い
の
は
兇
行
購
件
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
に
附
け
込
ん
で
襖
國
の
態
度
を
辮
護
し
、

同
時
に
其
同
盟
た
る
猫
遮
の
辮
護
を
し
て
居
る
所
は
巧
妙

な
論
じ
方
で
は
あ
る
が
、
公
否
を
煙
く
も
の
た
る
は
爾
は

れ
難
い
○
著
者
は
臼
ら
題
し
て
『
載
索
墾
加
諸
國
の
公
表

文
書
を
基
礎
こ
せ
る
三
三
納
研
究
』
ご
云
っ
て
居
る
け
れ


